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新
年
度
の
重
点
事
項
、
①
経
営

指
導
、
相
談
支
援
の
充
実
、
②
創

業
支
援
・
経
営
革
新
の
推
進
、
③

産
業
振
興
対
策
の
展
開
、
④
商
工

会
組
織
の
活
性
化
、
⑤
財
政
基
盤

組
織
再
編
推
進
な
ど

重
点
五
項
目
を
決
議
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葬
儀
と
火
事
に
関
す
る

二
分
の
務
め
を
除
い
て
、

村
の
行
事
や
付
き
合
い

は
じ
め
、
日
々
の
あ
い
さ
つ
な

ど
の
八
分
を
禁
じ
た
の
が
村
八

分
の
制
度
で
あ
っ
た
▼
か
つ
て

は
、
何
代
も
か
け
て
真
面
目
に

働
い
て
、
時
に
は
そ
の
厳
し
い

掟
が
解
か
れ
た
の
だ
け
れ
ど
、

そ
う
し
た
厳
し
い
掟
だ
か
ら
こ

そ
、
約
束
事
を
守
っ
て
、
村
を

成
り
立
た
せ
た
▼
由
々
し
き
村

八
分
や
い
じ
め
の
差
別
が
現
存

す
る
か
ら
か
。
今
は
個
人
の
自

由
だ
と
述
べ
て
、
誰
か
ら
も
拘

束
さ
れ
な
い
自
分
を
主
張
す
る
。

あ
げ
く
に
、「
公
」
と
い
う
概

念
が
幅
を
き
か
せ
て
、
税
を
納

め
て
さ
え
い
れ
ば
地
域
社
会
へ

の
参
加
を
拒
む
と
い
っ
た
風
潮

が
は
び
こ
る
▼
ど
の
村
で
も
農

作
業
や
行
事
は
共
同
で
営
ん
だ
。

農
民
を
縛
っ
た
太
閤
検
地
を
経

て
、
五
人
組
の
組
織
が
つ
く
ら

れ
た
の
が
江
戸
期
の
始
め
で
あ

る
。
葬
送
の
列
順
さ
え
決
め
て

い
た
の
が
村
の
最
小
単
位
五
人

組
で
あ
る
け
れ
ど
、
自
分
た
ち

の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
対
処
す

る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
原

型
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。

の
強
化
の
五
項
目
を
掲
げ
、
組
織

の
力
を
強
め
、
会
員
企
業
や
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
対
応
で
き

る
組
織
へ
の
成
長
を
期
し
、
商
工

会
組
織
一
体
と
な
っ
て
推
進
す
る

こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

　

冒
頭
、石
澤
会
長
は「
景

気
回
復
の
兆
し
が
見
ら
れ

る
今
こ
そ
、
商
工
会
の
元

気
な
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

新
年
度
は
、
重
点
事
項
五

項
目
を
掲
げ
、
特
に
商
工

会
合
併
に
つ
い
て
は
推
進

計
画
に
基
づ
き
、
組
織
の

再
編
を
一
日
で
も
早
く
実

現
し
た
い
。
本
日
、
大
沢

野
細
入
商
工
会
の
合
併
第

一
号
認
可
書
が
交
付
さ
れ
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て

各
商
工
会
の
合
併
合
意
形

成
に
向
け
お
互
い
に
努
力

２　大沢野細入商工会合併認可書交
付、中心市街地活性化セミナー、
上海便利用の案内

３　人事異動
４　商工会元気シリーズモデル企業
訪問、富山ブロック青年部観光
資源調査研究発表

５　アドバイス経営、入善シニアア
ドバイザーセンター開設、業況
判断ＤＩ

６　チャレンジ創業・めざせ経営革
新、ワンポイント税務

７　ＰＬ保険制度、新会社法の改正
決算書、国民生活金融公庫融資
利率、田植え時期の依頼

８　５月各地イベント案内

し
て
い
き
た
く
、
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
。

　

こ
の
後
、
来
賓
の
藤
木
俊
光
県

商
工
労
働
部
長
か
ら
「
県
で
は
新

総
合
計
画
の
も
と
、
元
気
と
や
ま

の
創
造
に
よ
る
新
産
業
の
創
出
や

中
小
企
業
の
振
興
、
中
心
市
街
地

活
性
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
商
工
会
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
組
織
再
編
に
よ
り
力
強
い

商
工
会
活
動
を
展
開
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
」
と
祝
辞
を
い
た

だ
い
た
。

　

続
い
て
、
前
原
舟
橋
村
商
工
会

長
を
議
長
に
し
て
審
議
に
入
り
、

平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
（
案
）、

収
支
予
算
書
（
案
）
並
び
に
会
費

賦
課
徴
収
方
法
（
案
）
決
定
の
件

な
ど
十
一
議
案
を
慎
重
審
議
の
上
、

原
案
ど
お
り
可
決
承
認
し
た
。

合
併
合
意
形
成
に
向
け
努
力
を
と
挨
拶
す
る
石
澤

会
長 　

県
商
工
会
連
合
会
は
、（
石
澤
義
文
会
長
）
は
、
三
月
二
十
八
日
、

県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
臨
時
総
会
を
開
き
、創
業
・

経
営
革
新
企
業
へ
の
支
援
、
合
併
に
よ
る
組
織
再
編
推
進
な
ど
を

柱
と
し
た
平
成
十
八
年
度
事
業
計
画
、
予
算
な
ど
を
決
め
た
。
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力
で
あ
ろ
う
。「
客
は
、
買
い
物
を

す
る
た
め
に
店
へ
来
る
」
の
原
点

に
戻
り
、
品
質
、
値
ご
ろ
感
、
良

品
と
い
う
こ
と
を
前
面
に
打
ち
出

し
、
積
極
的
な
商
売
の
手
法
を
築

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
結
ん
だ
。

　

出
席
し
た
三
十
名
余
り
の
方
々

は
、
事
例
に
基
づ
い
た
、
実
際
的

な
手
法
に
つ
い
て
学
び
今
後
の
課

題
と
し
た
。

□ 五福スタジオ／〒９３０‐０８８３　富山市五福新町５７６８
TEL:（０７６）４３２‐０３５９　FAX:（０７６）４３３‐７７６４
E-mail:ebisudo@mb.viplt.ne.jp

□ 山室事務所／〒９３９‐８０２２　富山市山室荒屋５１４
□ 針原スタジオ／〒９３１‐８４３１　富山市針原中町１８１‐２

看 板 全 般

ネオンサイン

店舗　設計・施工

建設業知事許可（般）第５１５９号・屋外広告業届出 第５１号

お店への吸引力は個店の力で

　

県
内
初
の
合
併
と
な
る
大
沢
野

細
入
商
工
会
に
対
す
る
合
併
認
可

書
交
付
式
が
三
月
二
十
八
日
、
県

庁
で
行
わ
れ
た
。
石
澤
県
商
工
会

連
合
会
長
、
野
村
大
沢
野
町
商
工

会
長
、
水
腰
細
入
村
商
工
会
長
ら

が
出
席
す
る
な
か
、
齋
田
副
知
事

か
ら
野
村
正
也
設
立
委
員
長
に
認

可
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

齋
田
副
知
事
よ
り
、「
こ
の
合
併

が
商
工
会
再
編
の
い
い
先
例
と
な

り
、
新
商
工
会
が
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
た
い
」
と
挨
拶
が
あ

り
、
野
村
設
立
委
員
長
が
「
同
じ

富
山
市
と
な
り
、
違
和
感
な
く
協

議
を
進
め
て
き
た
。
県
内
初
の
合

併
と
し
て
模
範
と
な
る
商
工
会
を

目
指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

新
た
な
商
工
会
の
会
員

数
は
五
百
六
十
人
と
な
り
、

本
所
を
旧
大
沢
野
町
商
工

会
館
に
置
き
、
支
所
は
旧

細
入
村
商
工
会
事
務
所
を

神
通
支
所
と
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
。

　

四
月
一
日
に
は
、
除
幕

式
が
本
所
で
行
わ
れ
、「
大

沢
野
細
入
商
工
会
館
」
と

書
か
れ
た
プ
レ
ー
ト
を
除

幕
し
た
。
ま
た
、
合
併
を

記
念
し
、
青
年
部
、
女
性

部
が
両
地
域
を
結
ぶ
国
道　

号
の

４１

美
化
運
動
を
行
い
、
空
き
缶
拾
い

な
ど
の
ゴ
ミ
清
掃
に
汗
を
流
し
た
。

齋田副知事（右）から認可書を受けとる
野村設立委員長

　

去
る
、
三
月
十
七
日
、
中
小
企

業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
標

記
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　

近
年
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
社

会
が
到
来
す
る
中
で
、
社
会
資
本

や
公
共
施
設
を
効
率
よ
く
活
用
し

た
街
づ
く
り
へ
の
取
組
が
急
務
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
街
づ
く
り
の
考
え
方
に
つ

い
て
話
を
き
い
た
。
講
師
は
、
商

業
界
等
に
執
筆
し
て
い
る
神
田
経

営
研
究
所
の
神
田
所
長
を
招
い
て

行
っ
た
。

　

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
街
づ
く
り
」

と
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
重

視
し
、
中
心
市
街
地
に
既
存
の
都

市
機
能
を
効
率
よ
く
活
用
し
た
街

づ
く
り
の
こ
と
で
あ
り
、
概
念
は
、

商
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
交
通
、
住

宅
、
文
化
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
、

環
境
等
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、
都

市
イ
ン
フ
ラ
の
集
約
に
よ
り
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

実
践
例
と
し
て
は
、
青
森
市
や
神

戸
市
、
仙
台
市
の
例
が
上
げ
ら
れ

る
。
但
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

に
取
り
組
ん
で
い
る
地
域
に
お
い

て
も
、
商
業
の
活
性
化
に
は
中
々

結
び
つ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

　

講
師
は
、

行
政
は
、

街
中
に
人

通
り
を
増

や
す
こ
と

に
つ
い
て

は
目
標
と

す
る
が
、

店
に
入
る

か
ど
う
か

は
個
店
の
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中
心
市
街
地
活
性
化
セ
ミ
ナ
ー

大大
沢沢
野野
細細
入入
商商
工工
会会
誕誕
生生

上海便ご利用のご案内
　富山と上海を結ぶ国際定期路線として昨
年１０月に就航した上海便は、成長著しい中
国との経済拠点の直行便として、産業、観
光、文化など各分野での交流発展が期待さ
れています。
　会員企業等におかれては是非上海便をビ
ジネス利用はもとより社員旅行などに幅広
くご活用下さいますようご案内します。
　なお、このたびの夏ダイヤから、出発時
間が約1時間遅くなり、大変利用しやすい
ダイヤとなりました。
　上海便夏ダイヤ（平成１８年３月２６日～）
　　火、水、日曜日週３便運航
　FM８２５上海発８：１５→富山着１１：２５
　FM８２６富山発１２：１５→上海着１４：００
【お問い合わせ先】
　上海便を育て発展させる会事務局
　（富山県知事政策室総合交通政策課内）
　　 �076-444-4039

パソコンからサーバーまで全ておまかせください！

株式会社 不二越情報システム
〒９３０‐０９６５　富山市不二越本町１‐１‐１

TEL：０７６‐４９３‐７２０１　e-Mail：fiscc@nachi.co.jp

・製品の販売・保守
・OAサプライ販売
・システム開発
・セキュリティ
・コンサルティング

一度、ご相談ください。
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最近の県内経済情勢

�個人消費�

　おおむね横ばい。

�生　　産�

　増加している。

�設　　備�

　引き続き増加している。

�雇用情勢�

　厳しさが残るものの、
引き続き改善している。

�企業倒産

　低水準で推移している。

北日本印刷株式会社 
コミュニケーション支援企業 

本　　　社 〒930-0094 富 山 県 富 山 市 安 住 町 7 - 3 6 tel 076-432-2126㈹ fax 076-432-2153 
東京営業所 〒101-0033 千代田区神田岩本町15会計ビル3階 tel 03-5296-9201　 fax 03-5296-9202 
草 島 工 場 〒930-2201 富山県富山市草島134 - 1 0 tel 076-435-4820㈹ fax 076-435-9001

U R L  h t t p : / / w w w . k n p k k . c o . j p / 　 E - m a i l  i n f o @ k n p k k . c o . j p

ISO 9001 :2000 
認証登録番号01024

ISO14001:1996 
登録番号E01-028

東京営業所は登録範囲外 

より素敵な 
「コミュニケーション作り」を 
お手伝いいたします。 

富
山
県
商
工
会
連
合
会四

月
一
日
付

〈
連
合
会
〉

森
井
信
雄
＝
企
画
研
修
課
長
、
主

任
専
門
経
営
指
導
員
（
組
織
・
情

報
課
長
同
）
藤
井　

智
＝
企
画
研

修
課
主
事
、
商
工
会
指
導
員
（
組

織
・
情
報
課
主
事
同
）
川
上
智
弘

＝
企
画
研
修
課
主
事
、
商
工
会
指

導
員
（
組
織
・
情
報
課
主
事
同
）

山
田
哲
雄
＝
企
画
研
修
課
主
事
、

経
営
指
導
員
研
修
生
（
研
修
課
主

事
同
）
福
岡　

進
＝
広
域
指
導
課

長
、
専
門
経
営
指
導
員
（（
研
修
課

長
同
）
本
多
光
一
＝
広
域
指
導
課

主
事
、
専
門
経
営
指
導
員
（
総
務

課
付
中
小
企
業
診
断
士
養
成
課
程

派
遣
）
岡
村
孝
志
＝
振
興
課
主
事
、

専
門
経
営
指
導
員（
振
興
課
主
事
）

野
坂
由
理
＝
振
興
課
主
事
、
補
助

員
（
広
域
指
導
課
主
事
同
）

〈
出　

向
〉

田
原
明
人
＝
下
新
川
地
域
商
工
会

広
域
協
議
会
経
営
指
導
員
（
入
善

町
同
）
河
合　

忠
＝
入
善
町
主
任

経
営
指
導
員
（
舟
橋
村
同
）
平
田

愛
子
＝
入
善
町
記
帳
専
任
職
員

（
宇
奈
月
町
同
）
藤
田
誠
弘
＝
宇

奈
月
町
経
営
指
導
員（
入
善
町
同
）

牧
野
博
文
＝
中
新
川
地
域
商
工
会

広
域
協
議
会
主
席
経
営
指
導
員

（
上
市
町
同
）
吉
川
正
樹
＝
中
新

川
地
域
商
工
会
広
域
協
議
会
経
営

指
導
員
（
立
山
町
同
）
島
尻
裕
二

＝
上
市
町
主
任
経
営
指
導
員
（
宇

奈
月
町
同
）
勝
原
隆
彦
＝
富
山
南

部
商
工
会
広
域
協
議
会
主
席
経
営

指
導
員
（
八
尾
町
同
）
石
村
啓
治

＝
富
山
南
部
商
工
会
広
域
協
議
会

経
営
指
導
員
（
山
田
同
）
山
尾
憲

一
郎
＝
大
沢
野
細
入
主
任
経
営
指

導
員
（
大
沢
野
町
同
）
森
下
健
蔵

＝
大
沢
野
細
入
経
営
指
導
員
（
細

入
村
同
）
中
林
律
夫
＝
大
沢
野
細

入
経
営
指
導
員
（
婦
中
町
同
）
西

村
礼
子
＝
大
沢
野
細
入
補
助
員

（
大
沢
野
町
同
、
兼
）
本
間
千
佳

子
＝
大
沢
野
細
入
補
助
員
（
細
入

村
同
、
兼
）
幸
村
佳
代
子
＝
大
沢

野
細
入
記
帳
専
任
職
員
（
細
入
村

同
）
佐
野
浩
之
＝
大
沢
野
細
入
記

帳
専
任
職
員
（
大
沢
野
町
同
）
竹

屋
敏
貴
＝
水
橋
記
帳
専
任
職
員

（
入
善
町
同
）
見
角
利
弘
＝
和
合

事
務
局
長
（
県
連
合
会
広
域
指
導

課
長
、
主
席
専
門
経
営
指
導
員
）

山
田
尚
美
＝
和
合
補
助
員
（
同
記

帳
専
任
職
員
）
寺
田
瑞
穂
＝
和
合

記
帳
専
任
職
員
（
水
橋
同
）
宮
本

　

晃
＝
呉
羽
主
任
経
営
指
導
員

（
大
沢
野
町
同
）
大
野
秀
樹
＝
大

島
町
経
営
指
導
員
（
福
野
同
）
宮

脇
啓
代
＝
大
島
町
補
助
員
（
戸
出

記
帳
専
任
職
員
）
橘　

邦
雄
＝
中

田
事
務
局
長
心
得
、
経
営
指
導
員

（
同
経
営
指
導
員
）
泉　

徳
子
＝

戸
出
記
帳
専
任
職
員
（
呉
羽
同
）

清
水
美
代
子
＝
福
岡
町
補
助
員

（
大
島
町
同
）
坂
本
重
夫
＝
小
矢

部
経
営
指
導
員
（
呉
羽
同
）
舟
木

正
敏
＝
小
矢
部
経
営
指
導
員
（
大

島
町
同
）
若
井
孝
裕
＝
小
矢
部
補

助
員
（
県
連
合
会
主
事
、
補
助
員
）

荒
木　

滋
＝
津
沢
経
営
指
導
員

（
福
光
同
）
上
田
外
志
江
＝
津
沢

補
助
員
（
小
矢
部
同
）
辻　

精
二

＝
南
砺
・
庄
川
地
域
商
工
会
広
域

協
議
会
主
席
経
営
指
導
員
（
福
光

同
・
広
域
担
当
）
中
村
秀
雄
＝
南

砺
・
庄
川
地
域
商
工
会
広
域
協
議

会
経
営
指
導
員
（
城
端
同
）
本
多

和
子
＝
福
光
補
助
員
（
同
記
帳
専

任
職
員
）
安
達　

俊
＝
福
野
主
任

経
営
指
導
員
（
井
口
同
）
藤
井
由

美
子
＝
城
端
経
営
指
導
員
（
五
箇

山
補
助
員
）
橋
本
陽
介
＝
井
波
記

帳
専
任
職
員
（
城
端
同
）
沼
田
正

敏
＝
庄
川
主
任
経
営
指
導
員
（
小

矢
部
同
）
鉢
呂
美
幸
＝
五
箇
山
補

助
員
（
同
記
帳
専
任
職
員
）
光
田

典
子
＝
五
箇
山
記
帳
専
任
職
員

（
利
賀
村
同
）

〈
退　

職
〉
三
月
三
十
一
日
付

出
上
聡
江
＝
連
合
会
主
事
補
助
員
、

青
山
紀
子
＝
立
山
町
記
帳
専
任
職

員
、
倉
田
恵
子
＝
和
合
補
助
員
、

中
保
京
子
＝
福
岡
町
補
助
員
、
小

神
康
子
＝
小
矢
部
記
帳
専
任
職
員
、

藤
田
美
智
子
＝
津
沢
補
助
員
、
中

島
ま
ち
子
＝
福
光
補
助
員
、
古
本

佳
博
＝
福
野
経
営
指
導
員
、
谷
野

洋
久
＝
庄
川
町
経
営
指
導
員

〈
採　

用
〉

宮
川
幸
男
＝
戸
出
事
務
局
長

〈
退　

職
〉
三
月
三
十
一
日
付

藤
井
政
夫
＝
和
合
事
務
局
長

高
橋
徳
行
＝
中
田
事
務
局
長

高
畑
雅
博
＝
戸
出
事
務
局
長

�
人
事
異
動�
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新
富
山
市
と
な
っ
た
富
山
ブ
ロ

ッ
ク
の
九
つ
の
青
年
部
が
相
互
の

観
光
資
源
等
の
理
解
を
深
め
よ
う

と
観
光
資
源
調
査
研
究
事
業
を
三

月
二
十
七
日
、
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
し
か
わ
か
ら

な
い
イ
ベ
ン
ト
の
見
ど
こ
ろ
や
、

運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
発
表
し
、

広
域
に
わ
た
っ
て
新
富
山
市
内
の

イ
ベ
ン
ト
内
容
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

各
青
年
部
は
、
地
域
の
観
光
・

特
産
品
・
歴
史
等
に
つ
い
て
調
査

研
究
を
行
い
、
模
造
紙
や
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
、
他
の
地
区

の
青
年
部
員
に
わ
か
り
や
す
く
説

明
す
る
こ
と
で
プ
レ
ゼ
ン
能
力
の

強
化
も
図
っ
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
相
互
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
な

ど
理
解
し
合

え
た
。
今
後

の
連
係
等
に

参
考
と
な
っ

た
」
と
の
意

見
が
聞
か
れ

た
。

調
査
研
究
結
果
を
発
表

富 
山 
ブ 
ロ 
ッ 
ク 
青 
年 
部
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建
築
物
は
、
本
来
無
機
質
な
モ

ノ
で
す
が
、
そ
こ
に
人
の
温
も
り

や
情
熱
が
感
じ
ら
れ
て
こ
そ
、
よ

り
機
能
的
で
魅
力
的
な
空
間
と
な

り
ま
す
。

　

㈱
吉
田
鉄
工
で
は
、
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
人
間
の
体
温

で
あ
る
「　

・
５
℃
の
ス
ピ
リ
ッ

３６

ト
」と
し
、快
適
な
環
境
、安
心
、ニ

ー
ズ
に
即
し
た
技
術
の
提
供
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

吉
田
社
長
は
、
学
生
時
代
卓
球

選
手
と
し
て
名
を
は
せ
た
が
、
帰

郷
し
て
家
業
の
鉄
鋼
業
に
就
き
、

建
築
部
を
創
設
、
業
態
の
拡
大
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
ビ
ル
、
店
舗
な
ど

の
鉄
骨
建
築
の
設
計
施
工
を
は
じ

め
、
一
般
木
造
住
宅
ま
で
幅
広
く

手
掛
け
る
綜
合
建
設
企
業
に
成
長

し
て
い
ま
す
。

　

十
年
前
、
二
代
目
社
長
と
な
り
、

Ｃ
Ｍ
で
お
馴
染
み
の
「
レ
オ
パ
レ

ス
」
等
を
主
な
取
引
先
に
、
飛
躍

的
に
売
上
を
伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
手
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の

指
定
工
場
と
し
て
、
断
熱
性
に
優

れ
た
新
工
法
を
手
掛
け
る
な
ど
、

新
た
な
分
野
に
も
意
欲
的
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
業
績
拡
大
に
走
る
の

で
は
な
く
、
原
点
に
返
り
会
社
の

ス
リ
ム
化
と
系
列
業
者
と
の
一
体

化
に
よ
っ
て
、
当
た
り
前
の
こ
と

を
当
た
り
前
に
行
え
る
企
業
を
め

ざ
す
。
そ
し
て
、
人
の
温
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
仕
事
を
通
し
て
、
社

会
的
使
命
を
果
た
し
た
い
と
熱
く

語
る
吉
田
社
長
の
下
で
、
大
い
な

る
飛
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
の
温
も
り
が
あ
る
仕
事

快
適
な
生
活
空
間
の
提
供

断
熱
性
に
新
工
法
を
導
入

綜合建設企業として業態を拡大
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県
商
工
会
連
合
会

は
、
十
八
年
一
月

〜
三
月
期
の
景
気
動

向
調
査
を
ま
と
め
た
。

業
況
判
断
Ｄ
Ｉ（「
好

転
」
―
「
悪
化
」
社

数
構
成
比
）
は
、
建

設
業
が
経
営
環
境
の

厳
し
い
中
に
も
、
一

時
的
な
受
注
増
加
の

好
感
影
響
も
あ
り
、
三
十
・
六
ポ
イ 
ン
ト

と
大
幅
に
上
昇
し
て
九
・
五
の
プ

ラ
ス
に
転
じ
た
。
製
造
業
は
〇
・

二
ポ
イ 
ン
ト

上
昇
し
二
・
七
と
二
期
連
続

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

　

小
売
業
は
マ
イ
ナ
ス
三
十
六
・

六
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
マ
イ
ナ
ス
三

十
八
・
七
と
低
迷
が
続
く
も
の
の

前
期
よ
り
は
回
復
し
た
。

　

次
期
（
四
月
〜
六
月
）
は
製
造

業
が
引
き
続
き
好
転
し
、
サ
ー
ビ

ス
業
も
改
善
の
方
向
に
あ
る
が
、

建
設
業
、
小
売
業
は
悪
化
傾
向
が

予
想
さ
れ
る
。

　

経
営
上
の
問
題
で
は
、
前
期
と

同
様
「
原
材
料
価
格
の
上
昇
」「
需

要
の
停
滞
」「
生
産
設
備
の
不
足
・

老
朽
化
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

調
査
は
三
月
に
県
内
十
商
工
会

の
会
員
企
業
百
五
十
社
を
対
象
に

行
い
、
百
四
十
五
社
が
回
答
し
た
。

　

『
会
社
法
』
が
五
月
一
日
、
施

行
さ
れ
る
。
こ
の
機
会
に
企
業
経

営
の
あ
り
方
を
真
剣
に
検
討
し
て

み
る
こ
と
は
今
、
最
も
重
要
な
小

規
模
企
業
の
課
題
だ
と
思
う
の
で

あ
る
。

　

収
益
は
極
く

小
さ
く
、
実
際

に
は
個
人
経
営

で
も
不
都
合
は
な
い
の
に
関
わ
ら

ず
、
会
社
組
織
に
よ
っ
て
経
営
を

行
っ
て
い
る
企
業
は
沢
山
あ
る
。

こ
の
方
が
今
ま
で
は
便
利
が
良
か

っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　

そ
し
て
今
、
会
社
の
設
立
は
資

め
る
か
で
あ
る
。

　

景
気
回
復
が
最
高
潮
に
達
し
て

き
て
い
る
中
で
も
地
域
に
よ
り
、

業
種
に
よ
り
、
技
術
に
よ
り
、
ま

だ
苦
し
い
経
営
が
続
い
て
い
る
小

規
模
企
業
は
多
い
。
そ

れ
だ
け
に
、『
会
社
法
』

を
活
用
す
れ
ば
、
ど
ん

な
安
全
が
保
た
れ
、
繁

栄
に
役
立
つ
の
か
を
急
い
で
考
え

た
い
の
で
あ
る
。

　

企
業
経
営
は
他
人
事
で
は
な
い
。

「
課
題
は
何
時
で
も
自
ら
の
問

題
」
と
し
て
真
剣
に
取
り
組
む
姿

勢
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

本
金
が
一
円
で
も
出
来
る
と
か
、

取
締
役
は
一
人
で
も
良
い
と
か

―
―
、
ど
う
も
、
会
社
の
設
立
の

簡
易
さ
だ
け
が
強
調
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
多
い
。
し
か
し
現
に
今
、

企
業
を
経
営
し
て
い
る
小
規
模
企

業
者
に
は
、「
会
社
法
」
は
会
社
の

創
立
問
題
で
は
な
い
は
ず
。
こ
の

際
、
如
何
に
新
し
い
法
律
を
理
解

し
て
、
そ
の
中
か
ら
安
全
に
、
有

効
に
、
発
展
的
に
企
業
経
営
に
努

アドバイス
経 営�
�
�
�
��
�
�
	



経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト　

大
橋　

隆
士

1－3月期、業況判断ＤＩ

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

������������������
あなたの
まちの

県県東東部部シシニニアアアアドドババイイザザーーセセンンタターーをを
入入善善町町商商工工会会にに設設置置（（５５月月））

　経営革新や創業を目指す方を支援するためのシニアア
ドバイザーセンターを県連合会に設置していますが、５月
より県東部地区を支援するため入善町商工会にも設置さ
れます。窓口相談や専門家派遣などにより中小事業者の創
業や経営革新計画の承認をめざす企業を強力にバックア
ップします。

●主な業務（相談無料・秘密厳守）
　①窓口相談に応じます。
　　　窓口専門家が創業や経営革新計画の承認を目指す

企業の相談に応じます。
　②専門家を派遣します。
　　　経営課題などに対し専門家が企業を訪問し、アドバ

イスします。
　③調査・情報提供します。
　　　企業が抱える課題の解決や承認に必要な情報・ノウ

ハウ等を提供します。

〈問い合わせ先〉
�富山県商工会連合会
　　富山市赤江町1‐7　　　　　�076‐441‐2716
�入善町商工会
　　下新川郡入善町入善5227　�0765‐72‐0163
�朝日町商工会
　　下新川郡朝日町沼保969　　�0765‐83‐2280
�宇奈月町商工会
　　黒部市宇奈月温泉609‐4　　�0765‐62‐1136
�黒部商工会議所
　　黒部市植木23‐1　　　　　�0765‐52‐0242
�魚津商工会議所
　　魚津市上村木1‐20‐30　　　�0765-22-1200
�滑川商工会議所
　　滑川市田中町132　　　　　�076-475-0321

　　　　お気軽にご相談下さい　　　　

シニアアドバイザー事業
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中小企業と歩む『信用保証』
売掛債権を担保に　→　売掛債権担保融資保証
新たな資金調達に　→　中小企業特定社債保証
創 業 に　→　創 業 関 連 保 証
経 営 革 新 に　→　経 営 革 新 関 連 保 証
事 業 の 再 生 に　→　事 業 再 生 保 証

富山県信用保証協会
本　　　所　富山市総曲輪２丁目１番３号（富山商工会議所ビル４・５階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６）４２３－３１７１
　　　　　　　　　　　　　　http://www.cgc-toyama.or.jp/
高岡相談室　高岡市丸の内１番４０号（高岡商工ビル８階）
　　　　　　　　　TEL　（０７６６）２１－６８２０

№116

生
命
保
険
の
満
期
金

の
総
額
を
差
し
引
き
、
そ
の
金
額

か
ら
さ
ら
に　

万
円
の
特
別
控
除

５０

額
を
引
い
た
金
額
の
２
分
の
１
が

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

受
取
人
が
保
険
料
を
負
担
し

　

年
金
方
式
で
受
取
る
場
合

　

受
取
る
年
金
の
額
は「
雑
所
得
」

の
収
入
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
収
入
金
額
か
ら
毎
年
の

年
金
に
対
応
す
る
保
険
料
額
（
必

要
経
費
）
を
差
し
引
い
た
金
額
が

課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

受
取
人
以
外
の
人
が

　

保
険
料
を
負
担
し
て
い
た
場
合

　

受
取
人
は
、
一
時
金
と
し
て
受

取
っ
た
金
額
又
は
年
金
方
式
の
場

合
は
権
利
金
の
受
給
価
額
が
「
贈

与
税
」
の
課
税
対
象
に
な
り
ま
す
。

（
税
理
士　

菅
原
昌
仁
）

　

Ｑ

�

生
命
保
険
の
満
期
金
を
受

取
り
ま
し
た
が
、
税
金
は
ど
の
よ

う
に
な
り
ま
す
か
。

　

Ａ

�

生
命
保
険
の
満
期
金
の
課

税
関
係
は
、
保
険
金
受
取
人
と
保

険
料
負
担
者
が
同
一
か
否
か
に
よ

っ
て
、
ま
た
、
受
取
り
方
法
が
一

時
金
か
年
金
方
式
に
よ
る
も
の
か

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き
ま
す
。

　

受
取
人
が
保
険
料
を
負
担
し

　

一
時
金
で
受
取
っ
た
場
合

　

満
期
の
一
時
金
は「
一
時
所
得
」

の
収
入
金
額
に
な
り
ま
す
。

　

一
時
所
得
の
計
算
方
法
は
、
受

取
っ
た
保
険
金
等
の
金
額
か
ら
、

今
ま
で
に
負
担
し
て
き
た
保
険
料

工
事
原
価
ソ

フ
ト
、
生
産

管
理
ソ
フ
ト

な
ど
を
開
発

し
た
。
既
存

の
ソ
フ
ト
で

は
や
れ
な
い
、

企
業
の
細
か

い
要
望
を
聞

い
て
開
発
し

た
商
品
は
多

く
の
お
客
さ

ん
の
信
頼
を

得
て
い
る
。

ま
た
、
エ
キ

ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の
講
師
と
し
て

商
工
会
の
企
業
紹
介
へ
掲
載
す
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
の
指
導
も

行
っ
て
い
る
。

　

営
業
方
針
と
し
て
、
利
益
優
先

主
義
の
『
や
り
方
』
の
追
求
よ
り

も
、
企
業
と
し
て
の
『
あ
り
方
』

を
重
視
し
、
優
れ
た
商
品
と
、
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
顧
客
満
足
度
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

�
今
後
の
展
開
や
豊
富

　

松
岡
氏
が
開
発
し
た
ソ
フ
ト
は
、

事
務
処
理
に
合
い
、
使
い
易
く
、

品
質
も
良
く
出
来
て
い
る
。
今
後

は
、
事
務
内
容
が
難
し
く
て
、
Ｉ

Ｔ
化
が
困
難
で
あ
っ
た
企
業
に
、

�
創
業
の
動
機
・
経
緯

　

松
岡
氏
は
、
長
年
、
東
京
の
大

手
企
業
で
シ
ス
テ
ム
開
発
の
仕
事

に
従
事
し
て
い
た
。
地
元
に
Ｕ
タ

ー
ン
を
し
た
後
、
長
年
の
経
験
か

ら
身
に
付
け
た
技
術
を
中
小
企
業

の
皆
様
の
た
め
に
生
か
し
た
く
平

成
十
六
年
一
月
に
創
業
し
た
。

�
事
業
の
内
容
や
営
業
方
針

　

事
業
者
を
対
象
と
し
て
、
Ｉ
Ｔ

全
般
の
相
談
に
応
じ
て
お
り
、
昨

年
度
は
、
県
内
大
手
企
業
の
販
売

管
理
、
会
計
の
導
入
に
始
ま
り
、

鮮
魚
店
向
け
販
売
管
理
ソ
フ
ト
、

新
聞
店
向
け
の
給
与
ソ
フ
ト
、
酒

造
業
向
け
の
桶
帳
計
算
ソ
フ
ト
、

最
良
の
ソ
フ
ト
を
開
発
し
、
省
力

化
、
並
び
に
、
生
産
性
の
向
上
に

貢
献
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
今
年
か
ら
新
た
に
、
情
緒

あ
る
地
域
の
中
小
企
業
を
活
か
す

企
画
と
し
て
、
地
域
と
密
着
し
た

Ｉ
Ｔ
技
術
と
の
融
合
を
目
指
し
て

お
り
、
地
域
の
商
売
繁
盛
に
貢
献

し
た
い
考
え
で
あ
る
。

�
こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て

　

い
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

既
成
同
業
者
、
ま
た
、
新
規
参

入
者
な
ど
の
競
争
に
打
ち
勝
つ
為

の
、
真
の
実
力
が
必
要
に
な
る
。

他
に
は
無
い
個
性
を
磨
き
、
日
々

精
進
す
る
事
が
大
切
だ
と
の
こ
と
。 �

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

認
定
講
師
と
し
て
の
活
動

　

昨
年
度
よ
り
本
制
度
に
認
定
さ

れ
、
商
工
会
員
に
、
心
の
姿
勢
を

何
よ
り
も
大
切
に
し
、
顧
客
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
、
親
切
、
丁
寧
に

指
導
し
て
き
た
。
今
後
も
、「
お
客

様
の
立
場
に
立
ち
、
問
題
解
決
に

役
立
ち
た
い
」
と
し
て
い
る
。

株式会社
システム
アドバイザー
創業 平成１６年１月１５日
代表者 代表取締役 松岡 誠治
所在地 富山市婦中町速星５８４
TEL０７６-４６６-００１２ Fax０７６-４６６-００１４
E-mail info@systemadviser.co.jp
URL http://www. システムアドバイザー .jp/

地域と融合したＩＴ企業を創業

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ���������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������ �������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������� ��������������������������������������������
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商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商商
工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
にににににににににににににににににににににににににににににににに
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

商
工
団
体
に
協
力
要
請

〜
田
植
え
休
暇
に
理
解
を
〜

（

生

産

物

賠

償

責

任

保

険

）

　

富
山
県
で
は
、
近
年
の
高
温
傾

向
に
対
応
し
た
抜
本
的
な
米
の
品

質
向
上
対
策
と
し
て
、「
五
月
十
日

〜
十
五
日
を
中
心
と
し
た
田
植

え
」
の
実
施
に
関
係
機
関
・
団
体

が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

平
成
十
七
年
産
は
、
厳
し
い
気

象
条
件
と
な
っ
た
が
、
関
係
各
位

の
理
解
と
協
力
に
よ
り
「
五
月
十

日
〜
十
五
日
を
中
心
と
し
た
田
植

え
」
が
徹
底
さ
れ
、
高
品
質
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
、
県
全
体
の

う
る
ち
米
の
一
等
比
率
は
八
十
％

台
を
確
保
し
た
。
本
年
も
昨
年
の

成
果
を
踏
ま
え
、
品
質
向
上
対
策

の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
富
山
県
米
作
改
良
対

策
本
部
（
本
部
長
・
石
井
知
事
）

で
は
、県
内
の
兼
業
農
家
率
九
十
・

二
％
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
連
合

会
等
に
対
し
て
、
従
業
員
な
ど
の

田
植
え
作
業
用
の
休
暇
取
得
に
ご

理
解
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
た
い

と
要
請
が
あ
っ
た
。

　

加
入
者
が
日
本
国
内
で
製
造
販

売
し
た
製
品
や
、
行
っ
た
仕
事
の

結
果
が
原
因
で
、
人
身
事
故
や
物

損
事
故
が
発
生
し
、
損
害
賠
償
を

請
求
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
保
険

金
を
支
払
う
制
度
。

　

Ｐ
Ｌ
事
故
の
発
生
率
は
、
昨
年

は
本
制
度
発
足
時
の
二
・
二
五
倍

と
上
昇
傾
向
に
あ
る
。

■
加
入
対
象

・
商
工
三
団
体
傘
下
の
会
員
中
小

企
業

■
支
払
い
保
険
金

・
被
害
者
に
支
払
う
損
害
賠
償
金

や
訴
訟
費
用
な
ど

・
五
千
万
〜
三
億
円
限
度
（
加
入

時
に
選
択
）

■
特
徴

・
割
安
な
保
険
料
（
一
般
の
Ｐ
Ｌ

保
険
と
比
較
し
て
半
額
）

・
保
険
料
は
全
額
損
金
処
理
可
能

・
簡
単
な
加
入
手
続
き

　

新
会
社
法
の
施
行
に
よ
る
、
会

社
の
計
算
書
類
が
公
表
さ
れ
、
利

益
処
分
案
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
商
法
上
・
税
法

上
と
も
利
益
処
分
案
の
添
付
は
不

要
と
な
り
、
代
わ
り
に
「
株
主
資

本
等
変
動
計
算
書
」
を
添
付
す
る

こ
と
に
な
る
。

【
新
会
社
法
に
よ
る
決
算
書
類
】

①
貸
借
対
照
表

②
損
益
計
算
書

③
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
（
新

設
）

・
前
期
か
ら
当
期
末
ま
で
の
「
純

資
産
の
部
」
の
変
動
額
を
表
示

す
る
計
算
書

④
個
別
注
記
表
（
新
設
）

　

次
の
注
記
に
つ
い
て
は
、
全
て

の
会
社
で
必
須
と
な
り
ま
す
。

・ 
重
要
な
会
計
方
針
に
係
る
注
記

・ 
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
関

す
る
注
記

　

新
会
社
法
は
五
月
か
ら
施
行
で

あ
る
た
め
、
五
月
決
算
法
人
か
ら

新
し
い
計
算
書
類
が
適
用
さ
れ
ま

す
。

中
小
企
業
Ｐ
Ｌ
保
険
制
度
お
問
合
せ

申
込
み
は

商
工
会
へ

国民生活金融公庫等の貸付金利が改定
　国民生活金融公庫及び中小企業金融公庫の基準
金利（設備資金・貸付期間５年以内の場合）は、
平成１８年４月１２日以降の貸付けから２．４５％（改定
前２．１％）に引き上げられました。
　主な金利は、次の通り。

※の融資制度は、お使いみちによって異なる利率が適用されます。

金　利名　　　称金　利名　　　称

２．１５％経営改善貸付２．４５％普通貸付　運転

２．４５％セーフティネット
貸付２．４５％普通貸付　設備

１．５５％
～

２．４５％
食品貸付※

１．５５％
～

２．４５％

企業活力強化貸付
※

２．１０％国の教育ローン
（教育資金貸付）

１．５５％
～

２．４５％
新企業育成貸付※

�
�
�
�
�
�
�
�
	



  
決
算
書
が
変変
わ
る�
  

平
成
十
八
年
五
月　
　
　
　

　
　

決
算
法
人
か
ら
適
用�
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二
十
一
日�
午
前
六
時
か
ら
十

一
時
（
雨
天
決
行
）
に
か
け
て
井

口
の
名
勝
の
地
、
赤
祖
父
湖
で
開

催
さ
れ
る
。

　

こ
の
大
会
は
、
井
口
の
春
の
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
、
フ
ナ
独

特
の
引
き
の
強
さ
を
楽
し
む
多
く

の
釣
り
フ
ア
ン
を
喜
ば
せ
て
い
る
。

競
技
は
、
釣
り
上
げ
た
魚
の
重
量

で
審
査
し
、
賞
品
に
は
楯
、
賞
状
、

ト
ロ
フ
ィ
が
授
与
さ
れ
、
ま
た
、

参
加
者
全
員
に
参
加
賞
が
も
ら
え

る
。
赤
祖
父
湖
は
新
緑
が
美
し
く

格
好
の
散
策
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お

り
、
無
料
の
パ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
が
近
く
に
あ
っ
て
、
家
族
連
れ

で
楽
し
め
ま
す
。

　

三
日�
〜
五
日�
庄
川
木
工
ま

つ
り
が
庄
川
水
記
念
公
園
で
開
催

さ
れ
る
。

　

庄
川
は
、
飛
騨
か
ら
伐
り
出
さ

れ
る
木
材
の
一
大
集
積
地
と
し
て

栄
え
、
こ
の
木
材
を
利
用
し
、
独

特
の
ロ
ク
ロ
技
法
で
受
け
継
が
れ

て
い
る
の
が
庄
川
挽
物
と
い
わ
れ

る
漆
器
木
地
。

　

こ
の
庄
川
町
特
産
の
「
庄
川
挽

物
木
地
」
匠
の
技
を
集
め
た
作
品

の
展
示
販
売
の
ほ
か
、
色
々
な
銘

木
、
奇
木
な
ど
を
販
売
す
る
木
材

お
も
し
ろ
市
、
ミ
ニ
ロ
ク
ロ
や
木

工
品
絵
描
き
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、

　

夜
高
行
燈
を
御
神
燈
と
し
て
、

一
日
・
二
日
の
両
晩
、
町
内
を
練

り
ま
わ
る
夜
高
祭
は
、
三
百
五
十

年
の
伝
統
を
誇
る
優
美
で
雄
大
な

祭
り
。

　

午
後
七
時
よ
り
、
行
灯
の
町
内

練
り
廻
し
が
始
ま
り
、
小
中
行
灯

は
九
時
半
く
ら
い
ま
で
、
大
行
灯

（
高
さ
七
メ
ー
ト
ル
）
は
十
二
時

ま
で
、
そ
ろ
い
の
ハ
ッ
ピ
姿
の
若

衆
た
ち
が
「
ヨ
イ
ヤ
サ
、
ヨ
イ
ヤ

サ
」
の
勇
壮
な
掛
け
声
の
な
か
、

町
内
の
行
灯
が
競
う
よ
う
に
引
き
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〈電鉄富山－信濃大町〉

お問合せ先日　時イベント名
０７６３‐２２‐２５３６福野商工会５／１�～２�福野夜高祭
０７６３‐８２‐５６９６庄川木工まつり実行委員会５／３�～５�庄川木工まつり
０７６３‐８２‐０１８４井波観光協会５／３�よいやさ祭
０７６‐４５４‐５１３８越中八尾観光協会５／３�越中八尾曳山祭
０７６３‐６８‐２５２７利賀村観光協会５／３�～５�利賀の春祭り（獅子舞い）
０７６３‐６２‐２１６３城端商工会５／４�～５�曳山祭山宿スタンプラリー
０７６６‐５９‐２３２５下村商工会５／４�やぶさめ祭り
０７６３‐６４‐２２１１南砺市井口行政センター５／２１�　６：００～１１：００第１８回ふれあいヘラブナ釣り大会
０７６６‐５２‐３５１０大門町商工会５／２０�～２１�越中だいもん凧まつり
０７６６‐６７‐０７５６小矢部商工会５／２７�～２８�石動獅子舞
０７６‐４６７‐１９６３大沢野観光協会５／２８�　９：３０～第１９回猿倉山フェスティバル
０７６‐４６５‐５７００婦中町商工会５／２８�売比河鵜飼まつり

夜
高
祭

福 野

勇壮華麗な大行灯

廻
さ
れ
る
。
夜
高
太
鼓
の
活
気
あ

ふ
れ
る
音
色
が
町
に
響
き
わ
た
る

さ
ま
は
勇
壮
か
つ
華
麗
で
春
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

庄
川
木
工
ま
つ
り

庄 川

木工品を買い求める来場者

特
産
品
・
山
菜
な
ど
の
即
売
コ
ー

ナ
ー
、
そ
の
他
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

が
満
載
に
行
わ
れ
ま
す
。

第　

回
ふ
れ
あ
い

１８ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会

井 口

ヘラブナ釣りを楽しむ参加者

��������
�立山・雪の大谷ウォーク�

４月１７日 •～３０日 „ ９：３０～１５：００

�雪の壁散策�
５月８日 •～３１日 „ ９：３０～１５：００

【お問い合わせ】
立山黒部営業本部

� 076-432-2819
http://www.alpen-route.com
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